
(57)【要約】
　表示デバイスにおいて、ＲＧＢ表色系とＸＹＺ表色系の変換を正確に実行する処理方式
および当該性能を備えた表示装置を提供する。
　図４は本発明による表示デバイスの色表示方式を示すブロック構成図である。図４にお
ける補正装置１は表示デバイスに固有の非線形等による歪誤差が最小になるように表示パ
ラメータを設定し、ＸＹＺ→ＲＧＢの変換の補正処理を行なう。表示デバイス２は補正装
置１から出力されるＲＧＢ表色系の画像信号を最小の歪で表示する。このような補正処理
を行うことにより、あらゆる種類の表示装置で再生画像を最小の歪で表色できる。

JP WO2005/062628 A1 2005.7.7



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｘ Ｙ Ｚ 表 色 系 の 画 像 信 号 を 入 力 し た と き 、 非 線 形 等 に よ る 歪 誤 差 が 最 小 に な る よ う 、 Ｘ
Ｙ Ｚ 表 色 系 の 入 力 階 調 値 を Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 へ 正 確 に 変 換 し て Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 の 画 像 信 号 値 を 出
力 す る 高 忠 実 色 再 現 機 能 を 備 え た シ ス テ ム を 含 む 補 正 装 置 と 、
  前 記 補 正 装 置 か ら 出 力 さ れ る Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 の 画 像 信 号 を 入 力 し て 画 像 を 表 示 す る 表 示 デ
バ イ ス と を 備 え た 表 示 デ バ イ ス の 色 表 示 方 式 で あ っ て 、
　 前 記 補 正 装 置 は 使 用 す る デ ー タ の ビ ッ ト 数 を n と す る と き 、 ０ ～ （ ２ n  － １ ） の 間 の 任
意 の 階 調 値
　
　
　
　
　
　
を と り 得 る 色 信 号 Ｃ （ Ｘ c  ， Ｙ c  ， Ｚ c  ） を 前 記 表 示 デ バ イ ス の Ｒ Ｇ Ｂ そ れ ぞ れ の 最 大 階
調 値 で あ る （ ２ n  － １ ） に 対 応 す る Ｘ Ｙ Ｚ 値 を 用 い て Ｒ Ｇ Ｂ リ ニ ア 値 に 変 換 す る 手 段 と 、
　 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ リ ニ ア 値 に 対 応 す る 前 記 表 示 デ バ イ ス の 動 作 点 ｄ に お け る Ｒ d  ， Ｇ d  ， Ｂ d  
を 測 定 値 か ら 求 め 、 且 つ 対 応 す る （ Ｘ r d ， Ｙ r d ， Ｚ r d ） ， （ Ｘ g d ， Ｙ g d ， Ｚ g d ） ， （ Ｘ b d

， Ｙ b d ， Ｚ b d ） の 値 を 事 前 に 作 成 し て お い た 対 応 表 か ら 求 め 、 Ｘ c  ＝ ａ Ｘ r d ＋ ｂ Ｘ g d ＋ ｃ
Ｘ b d

Ｙ c  ＝ ａ Ｙ r d ＋ ｂ Ｙ g d ＋ ｃ Ｙ b d

Ｚ c  ＝ ａ Ｚ r d ＋ ｂ Ｚ g d ＋ ｃ Ｚ b d

か ら ａ ， ｂ ， ｃ を 求 め る 演 算 手 段 と 、
　 前 記 演 算 手 段 で 求 め ら れ た ａ ， ｂ ， ｃ が い ず れ も １ に 近 い 予 め 定 め た 許 容 範 囲 内 で あ る
か を 判 定 し 範 囲 内 に あ れ ば 、 Ｒ d  ， Ｇ d  ， Ｂ d  値 を 入 力 色 信 号 に 対 応 す る Ｒ Ｇ Ｂ の 真 値 で
あ る と し て 出 力 す る 判 定 手 段 と 、
　 前 記 判 定 手 段 で 範 囲 外 と 判 定 さ れ た 場 合 は 演 算 結 果 の ａ ， ｂ ， ｃ を 帰 還 し て 再 度 前 記 演
算 手 段 に よ る 演 算 を 実 行 さ せ る 帰 還 手 段 と 、
を 含 む 表 示 デ バ イ ス の 色 表 示 方 式 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 表 示 デ バ イ ス は Ｃ Ｒ Ｔ ， Ｌ Ｃ Ｄ ， あ る い は Ｐ Ｄ Ｐ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 表 示 デ バ イ
ス の 色 表 示 方 式 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 デ バ イ ス の 色 域 内 に お け る 色 の 表 示 方 式 に 関 し 、 特 に そ の 高 確 度 表 示 方
式 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 表 色 系 に は Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 と Ｘ Ｙ Ｚ 表 色 系 が よ く 知 ら れ て い る 。 Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 は 実 際 に 存
在 す る 単 色 光 を 原 刺 激 と し て 、 そ れ ら の 原 刺 激 値 の 合 成 に よ っ て 実 在 す る 色 が 定 義 さ れ て
い る 。 こ の 表 色 系 は 物 理 的 な 発 色 物 質 と 対 応 づ け て 表 色 で き る が 、 次 の よ う な 欠 点 が あ る
。 負 の 等 色 関 数 が 存 在 す る 。 負 の 等 色 関 数 は 実 際 の 光 学 機 器 の 設 計 に お い て 不 便 で あ る 。
色 度 座 標 上 の ｇ ＝ Ｇ ／ （ Ｒ ＋ Ｇ ＋ Ｂ ） は 広 い が 、 ｒ ＝ Ｒ ／ （ Ｒ ＋ Ｇ ＋ Ｂ ） が 狭 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 の 欠 点 を 除 去 し 、 表 色 上 の 計 算 に 便 利 な Ｘ Ｙ Ｚ 表 色 系 が Ｃ Ｉ Ｅ －
１ ９ ３ １ と し て 定 義 さ れ て い る 。 線 形 関 係 が 成 り 立 つ と 仮 定 す れ ば 、 Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 と Ｘ Ｙ
Ｚ 表 色 系 と の 間 に は 下 記 （ １ ０ ） 式 の 関 係 が 存 在 す る 。
（ １ ０ ） 式 か ら 明 ら か な よ う に 、 Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 と Ｘ Ｙ Ｚ 表 色 系 と の 間 に は 線 形 な 関 係 が あ
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る と 想 定 し て い る の で 、 Ｒ Ｇ Ｂ と Ｘ Ｙ Ｚ の 変 換 は 輝 度 最 高 値 、 す な わ ち 階 調 で ２ ５ ５ の 値
を 使 っ て ０ ～ ２ ５ ５ と し て 線 形 的 に 行 っ て い た 。
　
　
　
　
　
　
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 し た 従 来 の 方 法 で は 、 中 間 調 再 現 特 性 の 非 線 形 性 や 、 温 度 変 化 、 経 年 変 化 に よ り 三
原 色 そ れ ぞ れ の 角 度 （ 三 刺 激 値 の 比 ） が 変 化 す る 場 合 に は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 と Ｘ Ｙ Ｚ 表 色 系
の 変 換 を 正 確 に 行 う こ と が で き な い と い う 欠 点 が あ る 。 し た が っ て 、 従 来 の 方 法 を 有 効 と
す る た め に は 、 デ ィ ス プ レ イ の 三 原 色 （ Ｒ Ｇ Ｂ ） の そ れ ぞ れ に 対 す る 色 度 （ Ｃ ） を 常 に 正
し く 一 定 に し て お く 必 要 が あ る 。 し か し 、 現 実 に は こ れ は 不 可 能 で あ る 。
そ こ で 、 本 発 明 で は Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 と Ｘ Ｙ Ｚ 表 色 系 の 変 換 を 正 確 に 実 行 す る 処 理 方 式 お よ び
装 置 を 提 供 す る こ と が 課 題 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 で は Ｘ Ｙ Ｚ 表 色 系 の 画 像 信 号 を 入 力 し た と き 、 非 線 形
等 に よ る 歪 誤 差 が 最 小 に な る よ う 、 Ｘ Ｙ Ｚ 表 色 系 の 入 力 階 調 値 を Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 へ 正 確 に 変
換 し て Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 の 画 像 信 号 値 を 出 力 す る 高 忠 実 色 再 現 機 能 を 備 え た シ ス テ ム を 含 む 補
正 装 置 と 、 こ の 補 正 装 置 か ら 出 力 さ れ る Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 の 画 像 信 号 を 入 力 し て 画 像 を 表 示 す
る 表 示 デ バ イ ス と を 具 備 し て 表 示 デ バ イ ス の 色 表 示 方 式 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 補 正 装 置 は 使 用 す る デ ー タ の ビ ッ ト 数 を n と す る と き 、 ０ ～ （ ２ n  － １ ） の 任 意 の
階 調 値 を と り 得 る 色 信 号 Ｃ （ Ｘ c  ， Ｙ c  ， Ｚ c  ） を 前 記 表 示 デ バ イ ス の Ｒ Ｇ Ｂ そ れ ぞ れ の
最 大 階 調 値 で あ る （ ２ n  － １ ） に 対 応 す る Ｘ Ｙ Ｚ 値 を 用 い て Ｒ Ｇ Ｂ リ ニ ア 値 に 変 換 す る 手
段 と 、
　 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ リ ニ ア 値 に 対 応 す る 前 記 表 示 デ バ イ ス の 動 作 点 ｄ に お け る Ｒ d  ， Ｇ d  ， Ｂ d  
を 測 定 値 か ら 求 め 、 且 つ 対 応 す る （ Ｘ r d ， Ｙ r d ， Ｚ r d ） ， （ Ｘ g d ， Ｙ g d ， Ｚ g d ） ， （ Ｘ b d

， Ｙ b d ， Ｚ b d ） の 値 を 事 前 に 作 成 し て お い た 対 応 表 か ら 求 め 、 Ｘ c  ＝ ａ Ｘ r d ＋ ｂ Ｘ g d ＋ ｃ
Ｘ b d

Ｙ c  ＝ ａ Ｙ r d ＋ ｂ Ｙ g d ＋ ｃ Ｙ b d

Ｚ c  ＝ ａ Ｚ r d ＋ ｂ Ｚ g d ＋ ｃ Ｚ b d

か ら ａ ， ｂ ， ｃ を 求 め る 演 算 手 段 と 、
　 前 記 演 算 手 段 で 求 め ら れ た ａ ， ｂ ， ｃ が い ず れ も １ に 近 い 予 め 定 め た 許 容 範 囲 内 で あ る
か を 判 定 し 範 囲 内 に あ れ ば 、 Ｒ d  ， Ｇ d  ， Ｂ d  値 を 入 力 色 信 号 に 対 応 す る Ｒ Ｇ Ｂ の 真 値 で
あ る と し て 出 力 す る 判 定 手 段 と 、
　 前 記 判 定 手 段 で 範 囲 外 と 判 定 さ れ た 場 合 は 演 算 結 果 の ａ ， ｂ ， ｃ を 帰 還 し て 再 度 前 記 演
算 手 段 に よ る 演 算 を 実 行 さ せ る 帰 還 手 段 と 、
を 含 む 表 示 デ バ イ ス の 色 表 示 方 式 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 表 示 デ バ イ ス の 色 表 示 方 式 に お い て 、 表 示 デ バ イ ス は Ｃ Ｒ Ｔ ， Ｌ Ｃ Ｄ ， あ る い は Ｐ
Ｄ Ｐ な ど 、 あ ら ゆ る 形 式 の 表 示 デ バ イ ス で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｘ Ｙ Ｚ 表 示 系 の 値 を Ｒ Ｇ Ｂ 表 示 系 に 変 換 す る 際 、 表 示 デ バ イ ス へ 入 力 さ れ る 励 起 電 圧 （
励 起 電 流 ） と 表 示 色 の 強 さ と の 間 の 非 線 形 性 等 の 影 響 を 除 去 す る た め 、 励 起 電 圧 （ 励 起 電
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流 ） の 階 調 値 を （ ２ n  － １ ） か ら 出 発 し 、 計 算 に よ り 誤 差 が 小 さ く な る よ う に 階 調 値 を 変
え て ゆ き 、 最 小 誤 差 を 求 め る こ と に よ り 変 換 を 実 行 す る 最 適 階 調 値 を 決 定 し 、 こ れ に よ り
最 適 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 表 示 デ バ イ ス に 供 給 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 効 果 に よ り 、 本 発 明 は 表 示 輝 度 変 化 、 経 時 変 化 、 温 度 変 化 な ど に よ り 原 色 の 色 度 （
三 刺 激 値 の 比 ） が 変 化 し て も 、 そ の 変 化 す る 値 を デ ー タ と し て 備 え て い る の で 、 そ れ を も
と に し て 表 示 色 を 正 確 に 再 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 デ バ イ ス に
対 し て 厳 密 な 校 正 の 必 要 が な い の で 、 極 め て 簡 便 な 方 法 で 表 示 色 を 忠 実 に 再 現 で き る と い
う 効 果 が あ る 。 し か し 、 三 刺 激 値 の 測 定 器 に は 相 応 な 確 度 が 必 要 で あ る 。 さ ら に 、 表 示 デ
バ イ ス が Ｌ Ｃ Ｄ で あ る か 、 Ｃ Ｒ Ｔ で あ る か 、 あ る い は Ｐ Ｄ Ｐ で あ る か を 問 わ な い の で 、 加
法 混 色 が 成 り 立 つ も の で あ れ ば 、 構 成 原 理 に か か わ り な く あ ら ゆ る 種 類 の 表 示 デ バ イ ス に
本 発 明 の 方 式 が 適 用 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 Ｒ Ｇ Ｂ そ れ ぞ れ の 三 刺 激 値 に つ い て 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 の 表 示 デ バ イ ス へ の 入 力 値 と Ｘ
Ｙ Ｚ 表 色 系 上 の Ｙ 刺 激 値 （ Ｒ Linear、 Ｇ linear、 Ｂ Linearと 記 載 ） と の 関 係 を 示 す 測 定 例
で あ る 。
【 図 ２ 】 刺 激 値 Ｘ ， Ｙ ， Ｚ の 最 大 値 が １ に な る よ う に 設 定 し 、 Ｒ Ｇ Ｂ と Ｘ Ｙ Ｚ の 関 係 を 正
規 化 し て 両 対 数 軸 に 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 表 示 色 の 色 再 現 を 高 忠 実 に 実 行 す る シ ス テ ム の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 高 忠 実 色 再 現 シ ス テ ム を 実 装 し た 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 構 成 を 示 す 系 統 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 １ 　 補 正 装 置
　 ２ 　 表 示 デ バ イ ス
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は Ｒ Ｇ Ｂ そ れ ぞ れ の ３ 刺
激 値 に つ い て 、 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 の 表 示 デ バ イ ス へ の 入 力 値 と Ｘ Ｙ Ｚ 表 色 系 上 の 刺 激 値 と の 関 係
を 示 す 測 定 例 を 正 規 化 し た も の で あ る 。 図 １ で （ ａ ） は Ｒ （ 赤 ） 、 （ ｂ ） は Ｇ （ 緑 ） 、 （
ｃ ） は Ｂ （ 青 ） に 対 す る も の で あ る 。 横 軸 上 で n ビ ッ ト の デ ィ ジ タ ル 励 起 電 圧 （ あ る い は
励 起 電 流 ） は ０ ～ （ ２ n  － １ ） ま で １ づ つ ス テ ッ プ 状 に 変 化 す る 。 図 ２ は 入 力 励 起 電 圧 の
最 小 お よ び 最 大 の 階 調 値 を ０ お よ び （ ２ n  － １ ） に 設 定 し 、 か つ 、 刺 激 値 Ｘ ， Ｙ ， Ｚ の 最
大 値 が １ に な る よ う に 設 定 し て Ｒ Ｇ Ｂ と Ｘ Ｙ Ｚ の 関 係 を 正 規 化 し た 例 を 示 す 説 明 図 で あ る
。
縦 軸 上 で 各 刺 激 値 Ｘ i ， Ｙ i ， Ｚ i,（ i ＝ Ｒ  or Ｇ  or Ｂ ） は 横 軸 上 の デ ィ ジ タ ル 励 起 値
に 対 応 し て 変 化 す る が 、 必 ず し も リ ニ ア に 対 応 し て い る と い う わ け で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 の 表 １ は 入 力 励 起 電 圧 の 値 と 、 Ｘ ， Ｙ ， Ｚ 刺 激 値 、 お よ び 輝 度 の 関 係 を 示 す 一 例 で あ
る 。
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 励 起 電 圧 や 励 起 電 流 な ど の 励 起 値 に 対 す る 刺 激 値 の 関 係 が 線 形 で あ る と 仮 定 す
る 。 そ こ で 、 色 （ Ｃ ） は こ れ が 表 示 さ れ た と き の ３ 原 色 の Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ）
の そ れ ぞ れ の 三 刺 激 値 を 使 っ て 、 一 般 に 次 の （ １ ） 式 の よ う に 表 さ れ る 。
　 Ｘ C  ＝ Ｘ R  ＋ Ｘ G  ＋ Ｘ B  
　 Ｙ C  ＝ Ｙ R  ＋ Ｙ G  ＋ Ｙ B 　 　 　 　 　 　 　 　  （ １ ）
　 Ｚ C  ＝ Ｚ R  ＋ Ｚ G  ＋ Ｚ B  
こ こ で 、 Ｘ R  ， Ｘ G  ， Ｘ B  は そ れ ぞ れ 刺 激 値 Ｘ C  の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 成 分 、 Ｙ R  ， Ｙ G  ， Ｙ B  は
そ れ ぞ れ 刺 激 値 Ｙ C  の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 成 分 、 Ｚ R  ， Ｚ G  ， Ｚ B  は そ れ ぞ れ 刺 激 値 Ｚ C  の Ｒ ， Ｇ
， Ｂ 成 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 実 際 の 多 く の 表 示 デ バ イ ス で は 励 起 電 圧 や 励 起 電 流 な ど の 励 起 値 の 階 調 に よ っ て 原 色 の
色 度 が 変 化 す る が 、 励 起 値 の 階 調 が ０ か ら （ ２ n  － １ ） ま で 、
　
　
　
　
　
　
の 関 係 に し た が っ て 、 デ ィ ジ タ ル 的 に 変 化 す る 。 こ の と き 、 ａ 1  ＝ ａ 2  ＝ ａ 3  ＝ ・ ・ ・ ＝
ａ n - 1  ＝ １ で あ る な ら ば 、 （ Σ ａ i  ２

i - 1  － １ ） ＝ ２ n  － １ と な る 。 こ の よ う に 変 化 し て
も 原 色 の 色 度 （ Ｃ ） が 著 し く 線 形 関 係 か ら 離 脱 し な い よ う に 動 作 点 を 設 定 す る こ と は 可 能
で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 励 振 電 圧 （ ま た は 電 流 ） と 輝 度 と の 関 係 は 連 続 量 で あ る た め 、 上 記
（ Σ ａ i  ２

i - 1  － １ ） に お け る 係 数 ａ i  に は 上 限 と 下 限 が 存 在 し 、 動 作 点 の 設 定 方 式 を 適
切 に 選 べ ば 、 ａ i  の 変 化 量 は 十 分 小 さ く で き る 。 こ の よ う な 状 態 を 仮 定 す れ ば 、 Ｒ （ 赤 ）

10

20

30

40

50

(5) JP WO2005/062628 A1 2005.7.7



、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） の そ れ ぞ れ に つ い て 励 起 値 が （ ２ n  － １ ） の と き の 三 刺 激 値 （ Ｘ Ｙ
Ｚ ） を 使 っ て 次 の （ ２ ） 式 の よ う に 表 さ れ る 。
　 以 下 、 （ ２ ） 式 ～ （ ４ ） 式 に お い て 、 （ ２ ｎ － １ ） は 、 （ ２ n  － １ ） の 意 味 で 用 い て い
る 。
　 Ｘ C  ＝ Ｘ R ( 2 n - 1 )  Ｒ ＋ Ｘ G ( 2 n - 1 )  Ｇ ＋ Ｘ B ( 2 n - 1 )  Ｂ
　 Ｙ C  ＝ Ｙ R ( 2 n - 1 )  Ｒ ＋ Ｙ G ( 2 n - 1 )  Ｇ ＋ Ｙ B ( 2 n - 1 )  Ｂ 　 　 　 　 　 （ ２ ）
　 Ｚ C  ＝ Ｚ R ( 2 n - 1 )  Ｒ ＋ Ｚ G ( 2 n - 1 )  Ｇ ＋ Ｚ B ( 2 n - 1 )  Ｂ
　 こ こ で 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ は 色 Ｃ を 表 示 し た と き の 原 色 の 輝 度 の 割 合 を 表 し 、 そ れ ぞ れ ０ か ら
１ の 間 の ア ナ ロ グ 値 で あ る 。 今 後 、 こ れ を リ ニ ア 値 と も 呼 ぶ 。
　 （ ２ ） 式 を 行 列 形 式 で 表 す と 次 の （ ３ ） 式 の よ う に な る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ る い は 、 逆 行 列 を 使 え ば 、 次 の （ ４ ） 式 が 得 ら れ る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 般 の 表 示 デ バ イ ス で は 、 赤 、 緑 、 青 、 三 原 色 そ れ ぞ れ に お け る 中 間 調 階 調 再 現 特 性 に
お い て 色 度 が 変 化 す る の で 、 階 調 間 の 三 刺 激 値 の 比 は 、
Ｘ ｉ ： Ｙ ｉ ： Ｚ ｉ ≠ Ｘ ｊ ： Ｙ ｊ ： Ｚ ｊ で あ り 、 上 記 の 単 純 な マ ト リ ク ス 計 算 で は 色 Ｃ に 対
す る 励 起 値 の 正 確 な 階 調 値 を 求 め る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ １ ） 式 ～ （ ２ ） 式 の 説 明 で 色 Ｃ に 対 し て 求 め ら れ た リ ニ ア な Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 値 を 用 い 、
最 初 に 測 定 さ れ た 中 間 調 再 現 特 性 （ 図 １ ） を 使 っ て 、 そ れ ぞ れ Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （
青 ） の 励 起 値 の 階 調 を 求 め る 。 こ れ ら は 表 示 デ バ イ ス に 固 有 の 値 で あ る こ と か ら デ バ イ ス
の Ｒ Ｇ Ｂ と 呼 び 、 （ ５ ） 式 に よ り Ｒ ｄ ， Ｇ ｄ ， Ｂ ｄ と 表 す 。
Ｒ ｄ ← 　 Ｒ l i n e a r

Ｇ ｄ ← 　 Ｇ l i n e a r 　 　 　 　 　 （ ５ ）
Ｂ ｄ ← 　 Ｂ l i n e a r

【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ ら の デ バ イ ス Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 す る 三 組 の 三 刺 激 値 を 測 定 結 果 か ら 求 め る 。
（ Ｘ ｒ ｄ ， Ｙ ｒ ｄ ， Ｚ ｒ ｄ ） 、 （ Ｘ ｇ ｄ ， Ｙ ｇ ｄ ， Ｚ ｇ ｄ ） 、 （ Ｘ ｂ ｄ ， Ｙ ｂ ｄ ， Ｚ ｂ ｄ
）
　 も し 、 表 示 デ バ イ ス が 理 想 的 に リ ニ ア で 励 起 の 階 調 の 値 が 異 な っ て も 三 刺 激 値 の 値 の 比
が 変 化 し な け れ ば 、 こ れ ら の 三 つ の 三 刺 激 値 か ら 加 算 し て 求 め ら れ る 色 の 三 刺 激 値 は 、 （
１ ） 式 に 示 さ れ た 色 Ｃ の 三 刺 激 値 と 一 致 す る 比 を も つ は ず で あ る 。 し か し 、 実 際 に は 色 度
は 励 起 の 階 調 の 値 が 異 な る と 変 化 す る た め に 、 こ う し て 求 め ら れ た 各 階 調 の 値 の 三 刺 激 値
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の 和 か ら 求 め ら れ た 色 Ｃ と 実 際 の 色 Ｃ と は 一 致 せ ず 、 こ の と き の 三 刺 激 値 は 計 算 か ら 求 め
た も の と 一 致 し な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） の 三 刺 激 値 を そ れ ぞ れ ａ ， ｂ ， ｃ 倍 、 例 え ば ａ
＝ １ ． １ ０ ， ｂ ＝ ０ ． ９ ０ ， ｃ ＝ ０ ． ９ ５ と す る こ と で 任 意 の 実 測 色 Ｃ の 三 刺 激 値 と ほ ぼ
一 致 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 （ ６ ） 式 が 得 ら れ る 。
Ｘ C  ≒ ａ Ｘ ｒ ｄ ＋ ｂ Ｘ ｇ ｄ ＋ ｃ Ｘ ｂ ｄ
Ｙ C  ≒ ａ Ｙ ｒ ｄ ＋ ｂ Ｙ ｇ ｄ ＋ ｃ Ｙ ｂ ｄ 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ６ ）
Ｚ C  ≒ ａ Ｚ ｒ ｄ ＋ ｂ Ｚ ｇ ｄ ＋ ｃ Ｚ ｂ ｄ
　 （ ６ ） 式 を 行 列 形 式 で 表 す と 次 の （ ７ ） ， （ ８ ） 式 の よ う に な る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ７ ） 式 は 、 色 Ｃ を 表 示 す る と き の 三 原 色 に つ い て 、 そ れ ぞ れ の 三 刺 激 値 に 、 よ り 近 づ
い た 表 示 デ バ イ ス の 三 刺 激 値 を 使 っ て Ｘ c  ， Ｙ c  ， Ｚ c  を 求 め る た め の 関 係 式 を 表 し て い
る 。 係 数 ａ ， ｂ ， ｃ は そ の と き の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 原 色 の 輝 度 比 を 表 す の で 、 修 正 さ れ た リ ニ ア
（ Ｒ ａ ， Ｇ ｂ ， Ｂ ｃ ） と 考 え る こ と が で き る 。 リ ニ ア 関 数 が 成 立 す る と き と 同 様 に 中 間 調
再 現 特 性 か ら そ れ ぞ れ に 対 す る 表 示 デ バ イ ス が 取 り う る 階 調 の 値 を 次 の 式 （ ９ ） の 関 係 に
従 っ て 求 め る 。
Ｒ ｄ ’ ⇔ Ｒ a - l i n e a r

Ｇ ｄ ’ ⇔ Ｇ b - l i n e a r 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ９ ）
Ｂ ｄ ’ ⇔ Ｂ c - l i n e a r

　 こ う し て 求 め ら れ る 色 Ｃ を 表 示 し た と き の 三 原 色 そ れ ぞ れ に 対 す る 三 刺 激 値 は
（ Ｘ ｒ ｄ ’ ， Ｙ ｒ ｄ ’ ， Ｚ ｒ ｄ ’ ） 、 （ Ｘ ｇ ｄ ’ ， Ｙ ｇ ｄ ’ ， Ｚ ｇ ｄ ’ ） 、 （ Ｘ ｂ ｄ ’ ，
Ｙ ｂ ｄ ’ ， Ｚ ｂ ｄ ’ ）
と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ う し て 得 ら れ る 三 刺 激 値 の 和 は 、 リ ニ ア 関 係 を 仮 定 し て 求 め た 三 刺 激 値 の 和 よ り 、 実
際 の 色 Ｃ の 三 刺 激 値 に 近 づ く 。
し か し 、 未 だ 実 測 さ れ た 色 Ｃ の 三 刺 激 値 と の 違 い が 大 き い 場 合 に は 上 述 の 操 作 を 両 者 の 値
が 近 づ く ま で 繰 り 返 し て 実 行 す る 。 両 者 の 値 が ど れ ほ ど 近 づ い た か は 係 数 ａ ， ｂ ， ｃ の 値
を 調 べ る こ と に よ り 判 別 で き る 。 収 束 条 件 の 理 想 値 は 、 ａ ， ｂ ， ｃ が い ず れ も １ で あ る と
き で あ る 。 し た が っ て 、 ａ ， ｂ ， ｃ の そ れ ぞ れ が １ に 近 い あ ら か じ め 決 め ら れ た 値 と な る

10

20

30

40

50

(7) JP WO2005/062628 A1 2005.7.7



ま で 繰 り 返 し て 実 行 す る こ と に よ り 、 求 め る 精 度 の 色 度 値 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 上 述 の 方 式 に し た が っ て 表 示 色 の 色 再 現 を 高 忠 実 に 実 行 す る シ ス テ ム の 動 作 フ ロ
ー チ ャ ー ト を 示 す 図 で あ る 。 最 初 に 色 Ｃ （ Ｘ c  ， Ｙ c  ， Ｚ c  ） 信 号 を 表 示 デ バ イ ス の 最 大
階 調 値 で あ る （ ２ n  － １ ） の と き の ３ 原 色 そ れ ぞ れ の Ｘ ， Ｙ ， Ｚ を 使 っ て Ｒ Ｇ Ｂ 表 示 系 に
変 換 し 、 こ の と き の Ｒ Ｇ Ｂ 表 示 系 の 値 を 求 め る 。 そ こ で 、 こ れ ら に 対 応 す る （ Ｘ ｒ ｄ ， Ｙ
ｒ ｄ ， Ｚ ｒ ｄ ） 、 （ Ｘ ｇ ｄ ， Ｙ ｇ ｄ ， Ｚ ｇ ｄ ） 、 （ Ｘ ｂ ｄ ， Ｙ ｂ ｄ ， Ｚ ｂ ｄ ） の 値 を 求 め
、 こ れ ら の 値 を 使 っ て （ ６ ） 式 か ら Ｘ c  ， Ｙ c  ， Ｚ c  を 計 算 す る 。 再 び 得 ら れ た Ｘ c  ， Ｙ

c  ， Ｚ c  を 使 い 、 ａ ， ｂ ， ｃ が １ に 近 い あ ら か じ め 定 め ら れ た 値 に な る ま で 上 の 計 算 を 繰
り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ は Ｘ c  ， Ｙ c  ， Ｚ c  の 表 示 値 を も っ た 画 像 信 号 を 入 力 し 、 上 記 の 高 忠 実 色 再 現 機 能
を 備 え た シ ス テ ム を 通 過 さ せ た 後 、 Ｒ d  ， Ｇ d  ， Ｂ d  の 表 示 値 を も っ た 画 像 信 号 を 表 示 す
る 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 構 成 を 示 す 画 像 表 示 の 系 統 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 １ は 高 忠 実 色
再 現 機 能 を 備 え た シ ス テ ム を 含 む 補 正 装 置 、 ２ は 表 示 デ バ イ ス で あ る 。 補 正 装 置 １ に Ｘ Ｙ
Ｚ 表 示 系 の 画 像 信 号 を 入 力 し た と き 、 補 正 装 置 １ は Ｘ Ｙ Ｚ 表 色 系 の 入 力 階 調 値 を Ｒ Ｇ Ｂ 表
色 系 へ 正 確 に 変 換 し て Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 の 画 像 信 号 を 出 力 す る 高 忠 実 色 再 現 機 能 を 備 え た シ ス
テ ム を 含 む 。 表 示 デ バ イ ス ２ は 、 補 正 装 置 １ か ら 出 力 さ れ る Ｒ Ｇ Ｂ 表 色 系 の 画 像 信 号 を 入
力 し て 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 本 発 明 の 色 表 示 方 式 は あ ら ゆ る 形 式 の 表 示 デ バ イ ス に 適 応 で き る の で 、
Ｃ Ｒ Ｔ の み な ら ず 、 Ｌ Ｃ Ｄ や Ｐ Ｄ Ｐ へ の 適 用 に 適 し て い る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 表 示 デ バ イ ス の 色 表 示 方 式 は 、 多 種 類 の 表 示 装 置 に 利 用 で き る 。 そ の た め
多 種 類 の 表 示 装 置 で い ず れ も 高 忠 実 色 再 現 が 求 め ら れ る 分 野 で 広 く 利 用 で き る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(9) JP WO2005/062628 A1 2005.7.7



【 国 際 調 査 報 告 】
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